
インフオメーションとインテリジェンス

中川忠夫

1　この小論の目的

「情報管理」という言葉も，ようやく社会的に

定着するにいたったが，私がこの新しい管理概念

を打ち出した頃には，MI S〔ManagementIn一

brmation Sy島地m）が一部の専門家に注目され

はじめたばかりで，情報そのものを管理するとい

う考え方は，まだ生まれていなかった。

私が情報管理の方法論－というよりは，概念

論といったほうがいいかも知れないが－をまと

めて『イソフォメーショソアネジメソト』〔S．41．

7．15．日刊工業新聞社）というタイトルで出版し
＼

ようとした当時は，情報管理という言葉は，私の

知るかぎり，私以外の誰もまだ用いていなかっ

た。日本でMISに関する論議がさかん町なった

のは，それから数年後のことである。そのM工S

も，周知甲通り，情報の擁械処理ないしそのSys・

temの範囲にとどまっていた。わずかにdocum－

entationが私のいう情報管理に近い内容を掲げ

ていたが，巽際にはdocumentの管理でしかな

かった。

現在では，情報の収集から評価，処乱利用お

よび提供にいたる一連の過程を管理対象とする情

報管理の必要性を疑う者はいないが，実施はもと

より，研究はなお今桂に待つものが多い。それと

いうのも，肝心の「情幸田なるものの概念が必ず

しも明確にされておらず，情報の形成過程の研究

も不充分で，情報と非情報の弁別もあいまいであ

るためと考えられる。

情報の成立過程については，マクドノウ〔A．

M．McDonough）が私の考え方に最も近いよう

に思われるので，彼の図解〔第1国）をまず掲げ

て，本題に入りたいと思う。この園解は非常に簡

明であるから改めて説明の必要はたいであろう。
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ところで，町の小論における私の意図は，非情

報が情報にまで形成される過程ならびにいわゆる

情報が，人間の人間的な行動－本能的，反射的

ないわゆる動物的行動は，ここでは除外する

に役立つ情報へ発展させるた酎こ必要な条件を明

らかにすることにある。

2　変化と情報

「〝経営とは変化に対応することである′′とドラ
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ッカー（P．F　．　Drucker）はいった。名にし負う

ドラッカーの言葉なので，わが国の学者も経営者

もこれを金言として珍重しているが，この言葉く

らい不毛の金言はない，と私は思う。元来，人間

をも含めて，動物の行動は，つねに変化への対応

以外のものではありえない。個体の内部か外部か

に何らかの変化が発生しないかぎり，動物は目ば

たきひとつするものではない。いや，動物にかぎ

らない。行雲流水の自然現象にしても，変化への

対応でない動きはありえない。企業行動のみがそ

の例外であろうはずがない」（前掲拙著）。

　つまリドラッカーの言葉は，あまりにも当たり

まえ過ぎて無意味であると私はいいたかったの

だ。そして私は，変化（variation）という言葉

を情報に置き代えて「経営とは情報に対応するこ

とである」とすることを提言した。

　では，なぜ「変化」を「情報」に置き代えたほ

うがいいと私はするのか。それは，われわれ人間

は，変化そのものを認知する能力を持っていない

からである。われわれが「変化」と思つて認知す

るものは，実は変化そのものでなくして，変化に

よって発生した情報にほかならない。

　いま私は，私の小さな書斉でタバコを片手にこ

の小論を書いているが，次の瞬間に”直下型地

震”が発生して，茅屋もろとも東京湾に沈没して

しまうような事態が発生するかも知れない。それ

にも拘わらず，こうしてのんびりとペンを持って

いられるのは，そのような事態が発生するであろ

うという情報が私のとこへ届いていないからであ

る。

　これとは逆に，某月某日，巨大な天体が地球と

衝突するだろうという情報が流されたために，住

民の間に大恐慌を巻き起こした，というような例

は史上に乏しくない。

　この2つの事実から”そこに何かがあるという

ことは，そこにその情報があるということであ

る”と私はいうのだ。これを逆にいえばttそこに

その情報がないということは，そこにそれが存在

しないということであるttともいえる。

　ある時ある場所に，放射性原子が存在するか否

かは，ガイガー管の現象が見られるか否かという

ことにほかならない。延いては，放射能の存在

は，ガイガー管の現象そのものであるということ

ができるであろう。情報があろうとなかろうと存

在するものは存在する，というのは，われわれの

行動（behavior）とは無縁の観念論にすぎない。

光も引力も人類に認知できない遠い天体上でどの

ような変化が発生しようと，人類にとって何ごと

も発生していないのである。1930年1月，トムボ

ーによつて冥王星が発見されるまでは，人類にと

って冥王星は存在しなかつたのだ。

3　情報とは何か

　われわれは，朝起きてから夜眠るまで，いや眠

っている間も，感覚器官を通じて彩しい種類と量

の情報（厳密には刺激）を注ぎ込まれている。もし

これらの情報群をことごとく情報として受け取っ

たら，われわれは24時間以内に発狂してしまうで

あろう。われわれが発狂しないでいられるのは，

肺が空気の中から酸素だけを吸収するように，こ

れらの情報群の中から必要ないし必要と思われる

情報だけを情報として受け取るからである。

　深夜，時計のオルゴールには目を覚まさないの

に，それよりも遙かに遠く小さな消防自動車のサ

イレンの音に目を覚ますのは，われわれは眠って

いる間も休むことなく情報を選別して受け取って

いることを物語るものである。

　ここでわれわれは，情報概念の混乱に当面す

る。すなわち，一般に「情報」とよばれているも

のの中には，情報として受け取られる情報と情報

として受け取られない情報があることである。こ

の2つの情報は，われわれにとつて明らかに異質

である。情報として受け取られた情報一消防自

動車のサイレンーは，われわれを眠りからよび

起こし，情報として受け取られなかった情報一

時計のオルゴールーは，われわれを眠りからよ

び起こさない。前者は対応行動を誘発し，後者は

誘発しない。

　いうまでもなくここで行動というのは，物理的

な行動のみではない。西田幾太郎博士がいったよ

うに「考えることも行動させることである」とい

う意味の行動である。

　この2つの異質な情報を「情報」という1つの

言葉でいいあらわすことは適当でない。情報とし

て受け取られない情報は，情報ではなくして刺激
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（impulse）にすぎない。データが人間の心で情報

に形成されるとするマクドノウの考え方もこれに

近い（第1図参照）。

　消防自動車のサイレンの音も，時計のオルゴー

ルの音も，われわれの聴覚器官を刺激する音波で

あることに変わりはない。而も先の例では，サイ

レンの音のほうがオルゴールの音よりもより強い

刺激だった。

　このことから私は，ある刺激が情報にまで形成

されるか単なる刺激にとどなるかは，刺激によっ

て決定されるのではなくして，刺激の受け取り方

一刺激とわれわれの心との関係一によって決

定される，と考える。刺激はすべて情報になり得

るが，すべての刺激が情報になるわけではない。

　以上は，刺激ないし情報をもっぱら受信者側か

らみたものであるが，発信者側からみても同じこ

とカミいえる。

　われわれは，つねに意識的にか無意識にか刺激

か情報かを出している。たとえば，私は今，ある

喫茶店の椅子に座っているとしよう。私は何らの

情報も出すつもりは全くないが，私のからだから

の反射光線が，私の存在を人びとに知らせる。で

あるから，私の占めている同じ空間を避けて人び

とは席を取る。

　次に，そのときたまたま，私の友人何某が入っ

て来たとしよう。私は彼からの反射光線によって，

彼が私の友人何某であることを知って一つまり

その反射光線を情報に形成することによって何某

であることを認知して一彼に向かって手を上げ

る。これは彼に私の存在を知らせるための情報の

発信である。彼は私がいることを知って肯ずく。

これは私が彼に送った情報を，彼が情報として受

け取ったことを意味する。私は肯ずいた彼を見て

手をおろす。私と私の友人との間に，情報交換が

行われたのである。情報交換が行われたというこ

とは，私からの情報一意識的に彼に情報を送っ

たのであるから，私のからだからの反放光線は，

もはや単なる刺激ではない一を彼は情報として

受け取り，彼からの情報を私も情報として受け取

った，ということである。

　友人を迎えた私は，コーヒーをもう一杯注文し

ようと思って，ウェイトレスに向かって手を上げ

る。もちろんこれは情報の発信である。ところ

が，ウェイトレスは来てくれない。気付かなかっ

たのかも知れないが，気付いても来てくれないこ

ともあり得る。いずれにしても，彼女は，私から

の情報を情報として受け取ってくれなかっかの

だ。情報も相手が情報として受け取ってくれなけ

れば情報にまで形成されないのである。

　私が後から入って来た彼を私の友人と認知し，

彼が手を上げた私を彼の友人と認知する過程は，

pattern認識の問題であるが，本論のテーマから

外れるのでここでは触れない。

　以上のありふれた例によって次のことがわか

る。情報は何よりもまず①人間に感覚できる刺激

でなければならない。②単なる刺激も情報として

受け取られることによって情報になる。③何かを

知らせるために送る刺激はsignかsignalかで

あり情報である。④情報も情報として受け取られ

なければ情報にならない。つまり情報は

　　（a）刺激という物理的および生理的作用

　　（b）知るまたは知らせるという目的意識

　　（c）送るまたは受け取るという行為

　の3つの要素によって形成される。すなわち

「情報は情報であって物質でもエネルギーでもな

い」（Norbert　Wiener）。それは第3の存在であ

る。よってtt情報とは，知ること又は知らせるこ

とを目的として受け取られ若しくは送られたイン

パルスである「1と定義できる。

4　行動と情報

　この定義は，社会関係における情報の定義であ

って，情報のすべてを包むものでないことをお断

りしておかなければならない。われわれのからだ

の中には，一瞬の休みもなく無数の情報が走って

いる。心臓を鼓動させ肺を動かすなど生命維持に

必要最低限度の情報だけでもその情報量は，毎秒

およそ4×1019ビットに達する。このほか核酸を

通じて親から子に伝えられる遺伝情報もあるが，

これらの情報は，健康体にあっては意識されるこ

とがない。したがって私の定義から除外されてい

る。というのは，私の研究対象は，社会関係にお

ける情報にかぎられているからである。私の定義

に含まれる情報の範囲は

　　（1）人間→人間
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　　（2）人間→機械

　　（3）機械→人間

　　（4）機械→機械

　　（5）自然→人間

　　（6）自然→機械

　の6つの場合にかぎられるが，機械は人間の肉

体または頭脳の延長と考えられるから，この6つ

は①人間→人間，②自然→人間の2つに集約する

ことができる。

　以上によって私は，社会関係における情報の概

念を明かにしたつもりであるが，その情報にはさ

らに2つの種類がある。情報管理においては，こ

れを弁別し，使いわけることが絶対に必要であ

る。例によって簡単な例を設けて説明しよう。

　証券会社から私に電話があって，rA社の株に

520円の値がついた」という情報が入ったとして

も，これだけではなんの役にも立たない。同じ

520円でも，上げて520円になったのと，下げて

520円になったのでは全く意味がちがう。この情

報を私の投資行動の拠りどころになし得るために

は，まず過去におけるA社の株の値動きの中へ

520円を位置づけることが必要であり，さらにA

社の少くとも前期の業績と今期業績の見通しが必

要である。このほかA社の業界における地位，同

業他社の動き，その他景気動向から政局までを織

り込まなければ，買い進むべきか，売って逃げる

ぺきか，静観すべきかの意思決定はできない。A

社の株価に影響を及ぼす情報群を総合してみなけ

れば対応行動を起すことはできない。これらの関

連情報群の一部は外部から収集し，他の一部は記

憶の中から取り出す情報であるが，いずれにして

も，A社の今日の株価が520円というだけでは，

私は行動できないし，してはならない。行動の拠

りどころになし得る情報は，関連情報との総合に

よって得た「売れ」「買え」または「見送れ」とい

う結論でなければならない。この結論も情報には

ちがいないが，「A社の株に520円の値がついた」

という証券会社からの情報とは，レベルが違い質

が違う。

　そこで私はrA社の株に……」という情報を

Information（略してInf），「売れ」「買え」等の

結論をIntelligence（略してInt）とよぶことに

している。InfはIntを導き出すための一資料

に過ぎないから”資料としての情報”，Intは行

動の拠りどころにすることのできる知識であるか

ら”知識としての情SUtfということができる。

Infを部品にたとえるならIntは製品である。

われわれは，ハンドルやエンジンに乗ってドライ

ブできないように，Infに乗って行動することは

できない。

　InfをIntにまで処理加工する過程一機械

で処理しようと人間頭脳で処理しようと一が情

報処理である。したがって，未処理のlnfは

input情報，既処理のIntはoutput情報とい

うことになる。

　Infはいわゆるナマ情報である。われわれが受

け取る前に，いかに高度な処理を経た情報であろ

うと，受け取ったままの情報はナマ情報である。

Infを行動の拠りどころにすると，ナマ情報に振

りまわされる結果になる。

（註）陸上自衛隊では，Informationを「情報資料」

　よんでいるそうであるが，このよび方は正しい。古

　くから軍事情報ではIntlligenceを諜報の意に用

　いてみるが，私のいうところのIntは，これとは

　無関係の概念でoutput情報一般を指す。

5　1皿fとIntの相対性

　Infはinput情報であり，　lntはoutput情

報であることから明らかと思うが，念のためにい

うならば，InfとIntは相対的なものである。

　第2図はどこの会社でも一応行なっていること

であるが，たとえば，来年度の販売予測なり事業

計画なりを策定する場合，生産・財務・営業・労

務などの各部は，それぞれ社内，社外の情報群を

収集し，これをInfとして処理し，それぞれ部

としての予測なり計画なりを，1すなわちIntを

outputする。営業部の例でいえば，代理店，セ

ールスマン，業界誌，官公庁などから社外情報を

収集し，生産，財務，労務などの部門を通じて，

あるいは独自の方法で直接社内情報を収集する。

そしてこれらの情報群を総合して営業部としての

予測，計画などのIntをoutputする。代理店

情報やセールスマン情報を鵜呑みにして部の結論

を出すようなことはしない。他の3部門もこれと

同様な順序で，それぞれのIntをoutputする。
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第2図インフォーメーションとインテリジェンス

（景気見通し，経済計画等）

　これら4部門からoutputされた4つのIntは

社長室に送られる。社長室はこれら4つのIntを

そのまま羅列するのではない。全社的な立場と視

野から総合判断して，すなわち情報処理して，社

長室としての予測なり計画なりをoutputするの

である。生産部等4部門のレベルでのIntは，社

長室レベルではInf群の一部でしかないわけだ。

　では，社長室からoutputされたIntは，最

終的にIntであるのかというとそうではない。経

済企画庁は，これを他の企業のInt群と共にInf

として受け取り，これらを処理加工して経済企画

庁としてのInt，すなわち景気予測なり経済計画

なりをoutputする。

　だが，経済庁のIntも最後，最高のIntでは

ないのである。各企業は，経企庁のIntである

予測や経済計画をlnf群の一部として受け取っ

て，企業として予測なり計画なりに処理する。こ

うしてoutput情報とinput情報は，重合シス

テムとしての社会の中をInf→lnt→Inf→lntの

サイクルとしてかぎりなく順還する。

　社会関係は情報関係としてこれをとらえること

ができるが，この情報関係はInfとIntの順還

過程でもある。

6　利用面からみたInfとInt

　「目が物を見るのは，脳が必要な指令を出すた

めである」と心理学者はいう。目に入ってくる光

はInfであり，脳の指令はIntである。われわ

れがInfを収集するのは，　Intをoutputする

ためである。

　なぜInfによって行動しないでIntによって

行動するのか。またそうしなければならないの

か。個々のInfが信用できないからである。

　ノーベル賞の物理学者ブラケッド（Patrick　M．

S．Blackett）は，第2次大戦中の調査で，地上

火器による敵材撃墜数は，約2倍の過大報告がな

され，空中戦での撃墜数にいたっては実に5倍の

報告がなされていた，といっている。身近なとこ

ろでは，メーデーやデモへの参加人員は，つねに

主催側の発表は警察側の発表の2倍から3倍も大

きくなっている。意識的に過大あるいは過小に発

表されることもあるだろうが，できるだけ正確に

と心がけても，立場の違いによる情報のひずみを

完全に防ぐことはできない。

　そこでわれわれは，不完全で信用できない情報

を手がかりとして真実に接近するために情報処

理をするのである。もちろんわれわれの行動の

すべてが，情報処理によって得たIntによって

行われるわけではない。たとえば，熱いヤカンに

触れた手をぱっと引くのがそれであって，＜刺激

→反応〉の反射行動である。この種の行動は，大

脳の指令を待たずに脊髄からの指令によって行わ

れる。大脳による判断を経ていないから，冷たい

ヤカンを熱いヤカンと錯覚して指令されるような

こともあるが，火急の場合にはく大脳による情報

処理→意思決定→指令〉という順序を踏んでいる

ゆとりがないので，いわば脊髄に指令権の一部が

委譲されているわけだ。

　企業にもこれに似た権限委譲がある。たとえ

ば，機械を止めるのは責任者の権限に属する。個

々の作業員が勝手に機械を止めることは許されな

い。然し，モーターが火を吹いたとか，誰かが機

械に巻き込まれたとかいうような火急の場合に

は，非常の場合の応急措置として機械を止めるこ

とが許されている。

　非常，火急の場合ではないのに，Infによって

行動する典型的な例として催眠術をかけられた人

間の行動があげられる。催眠状態にある者が施術

者の指令（lnf）の通りに行動するのは，心理的

に孤立させられて，施術者の指示のほかには，過

去の記憶をも含めてあらゆる情報が断ち切られて
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いるために，施術者の指示だけが情報のすべてと

なっているからである。ナマ情報による行動は，

催眠状態にある者の行動に類比することができ

る。

　ナマ情報，すなわちInfが，行動の拠りどこ

ろにできない理由を，やや角度を変えていうなら

ば，情報は個有の意味を持たないからである。一

輪の紅ばらは，誰が見ても一輪の紅ばらであって

それ以外のものではないが，その紅ばらから受け

取る意味や情感は，人によって違う。ある人は灼

熱の恋を連想するかも知れないし，他の人は赤旗

を思うかも知れない。紅ばらからの刺激は同じで

あつても，その刺激の受け取り方一マクドノウ

のいう「人間の心での情報の形成」の仕方一が

違うからである。どれが正しいというのではな

い。どれが誤りというのでもない。どれもみな正

しく，どれもみな誤りである。情報とはそういう

ものなのである。情報を形成するのは人間の心で

あるからだ。であるから，あらゆる情報は，これ

をInfとして受け取ってIntにまで処理する必

要があるのである。

　たとえていうなら，個々の情報は，碁石のよう

なものである。石は情報と同じように個有の意味

も値打ちも力もない。その石が盤上に布置される

ことによって，強い石，弱い石，生きた石，死ん

だ石，値打ちのない石などになるのである。盤上

に布置された個々の石は，他の石との関連におい

て意味と値打ちと力とを持つにいたるのだ。ここ

で個々の石はlnfに，布置された石によって形

成されるパターンはIntに相当する。

　　　　　　第3図　情報処理の過程

　　　　，一一一一一一…情報処理一一一一一一・一一一一一・・一一・「

　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　1　　　　　　　　　　　再整理　　i
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　再分類　　・

　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　」一一一一一一一’一一．一一一一●一一一・，．一●F－一・・一・一，一，，＿≡＿・・一一“s

　第3図は，情報処理過程の略図である。収集さ

れた情報は，整理分類し，信退性，有用性などを

評価して，機械で処理できるものは機械で処理

し，機械で処理できないものは人間の頭脳で処理

する。機械処理できる情報とできない情報を選別

するのが「再整理・再分類」である。

　その結果，当然機械処理した情報と人間頭脳で

処理した情報がそれぞれoutputされる。この2

つのoutput情報を1つのIntにまとめ上げる

作業が「再処理」である。

　「整理・分類」，「評価」などの各作業は，それ

ぞれ情報処理である。したがって，各作業段階ご

とにInfとIntがあるのであるが，本図では点

線内の全作業を1単位の情報処理としたので，

「収集された情報」をInf，「再処理」してoutput

された情報をIntと考えてよい。

　意思決定に利用し得る情報はtt知識としての情

報nすなわちIntであって”資料としての情報”

ではない。「収集された情報」すなわちInfを意

思決定に短絡（short－circuit）させてはならない

ということは，いくら強調しても強調し過ぎるこ

とはない。（了）
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